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「3、認知症対策の取り組み内容の周知について」 

当局として改善の方向として掲げられている通り「更に

取り組み内容を分かりやすく市民に周知する。市民に実感

される高齢者福祉施策の実現を目指していく。」ことは重要

だと同じく考えております。 

特に認知症については厚生労働省の 2015年 1月の発表に

よれば、日本の認知症患者数は 2012 年時点で約 462 万人、

65 歳以上の高齢者の約７人に１人と推計されています。 

今後高齢化がさらに進んでいくにつれ、認知症の患者数

がさらに膨らんでいくことは確実です。また厚労省が今回

発表した推計によれば、団塊の世代が 75 歳以上となる 2025

年には、認知症患者数は 700 万人前後に達し、65 歳以上の

高齢者の約５人に１人を占める見込みです。前段質問で述

べましたが、甲府市の 2025年での後期高齢者数推計は 2020

年比から約 4 千人増の数字から推計すると、800 人を超える

発症が推測されることとなります。 

 甲府市での市民の認知症への意識の高まりについて確認

すると、認知症サポーター養成講座による認知症サポータ
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ーの認定者数が H27 年 3 月末の 8,698 人からＨ30 年 3 月末

の 12,659 人へと増え、３年間に 3,961 人増の皆さんが養成

講座に参加されております。認知症の人や家族を暖かく見

守り、支援する応援者の増加により、認知症への理解と周

知の推進と言う観点からは大きく進んでいるものだと考え

ます。 

しかし日本全体では、2017 年に認知症サポーターは 850

万人を突破したものの、国の調査からは「積極的に活動し

ている認知症サポーターが少ない」「知識を活かせる場がそ

もそもない」と言った指摘もあります。 

このことから甲府市は独自に、認知症サポーターへは 

認知症についての対応が分かりやすく、まとまっていて 

詳細で記載がされている「認知症ケアパス」を使い、市内

各企業で取り組まれている認知症サポーター講座や、市内

各地域でも社会福祉協議会、民生委員児童委員協議会等に

は配布され、取り組み内容の周知がされております。 

『認知症ケアパス』については、市 HP でも「認知症の

状態や状況に応じ、いつ、どこで、どのような医療や介護
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サービス、相談、その他の支援などが利用できるか、多く

の方が認知症を知り、認知症を理解し、認知症になっても

住み慣れた地域で安心して暮らすことができるように」と、

取り組み内容が詳細で記載されており、認知症対策周知に

打って付けのアイテムであるものだと考えます。 

このことからも、一番身近で高齢者に接する各地域の 

女性部連合会愛育会を始めとし、地域の自治会長さんなど

の各役員の皆さんには配布すべきだと考えます、そこで質

問します。認知症が発症した場合の相談先、対応等の一覧

が必要であります。前述の内容を踏まえ、住民自治の観点

から一番身近で高齢者に接する機会の多い、各地域の自治

会連合会役員、所属団体長、自治会長さんには、対応や甲

府市の取組も含め住民へ周知して頂くために、使い易い「認

知症ケアパス」の配布が必要だと考えますが当局の御所見

をお示し下さい。   
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「認知症対策の取り組み内容の周知について」 

〇 答弁者 相良 治彦 福祉保健部部長 

本市におきましては、「甲府市認知症支援総合対策実施方

針」に基づき、認知症への理解の促進に資する認知症サポ

ーターの養成講座を始め、初期の認知症や初期以外であっ

ても医療や介護に繋がっていない認知症の方などを支援す

るため、認知症初期集中支援チームを設置するなど、軽度

から重度に至るまでの認知症に対する総合的な施策の展開

に努めているところです。 

こうした中、認知症の方とそのご家族が安心して暮らす

ために、症状や状態に応じて受けられる支援やサービスの

内容を掲載した「認知症ケアパス」を平成２８年３月に作

成し、地域包括支援センターをはじめ、居宅介護支援事務

所、民生委員、医療機関などにおいて、個別ケースに応じ

た相談やケアマネジメントの際にご利用していただいてい

ます。 

このケアパスは、作成から２年が経過したことを踏まえ、

地域包括支援センターに配置している認知症支援推進員の
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意見も参考にしながら、改訂版を今年度中に作成し、自治

会関係の皆さまをはじめ、関係機関に配布していきます。 

今後におきましても、認知症になっても本人の意思が尊

重され、尊厳ある生活を送り続けることが出来る環境整備

に努めて行きたいと考えています。 

 

〇再登壇により要望 佐野 弘仁 

ご答弁ありがとうございました。認知症ケアパスの配布

は委員会のなかでも市民への周知ということで提言させて

頂きましたが、本日のご答弁により認知症地域支援員の意

見を参考にされながら改訂版を新たに今年度中に作成され、

自治会関係の皆さまをはじめ関係機関に配布されるとのこ

と、施策提言を採り入れて頂きましたことに深く感謝を 

申し上げます。 

またこのなかで重要な役割を担っておられる認知症地域

支援推進委員につきましても 2014年 6月本会議にて設置を

提言、翌 15 年には山梨県内市町村に先駆け設置されたこと

を承知しています。この様な高齢者対策に対する甲府市の
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細かい取組みで拡充されている支援やサービスについては、

前段で述べました H29 年度施策評価での良い評価数値に現

れ、正しく評価されていることは嬉しく思います。 

またご答弁最後に「認知症になっても本人の意思が尊重

され、尊厳ある生活を送り続けることができる環境整備に

努めていきたい」と相良部長より強く決意が述べられてお

られましたが私も大いに同感であり、今後も一層のご努力

で、市民から引き続き高い評価を頂ける政策を進めて頂け

るように、エールを送らせて頂きたいと思います。 

 


